






要約:ウィルソン病は我が国でも比較的頻度が高く,薬物療法が可能な先天性代謝異常症で

ある。最近,血液中のセルロプラスミン値を測定するスクリーニング法が開発され本症の

マス・スクリーニング実施が期待されている。今回我々は,新しく開発されたホロセルロ

プラスミン測定キットを用いて血液中のホロセルロプラスミン値を測定し次のような結果

を得た。測定キットの標準ホロセルロプラスミンは非常に不安定でありその保存条件を検

討する必要があった。また今回用いたキャピラリー法による採血は検体が安定に保存でき,

優れた方法と考えられたが,容器の破損の危険性もあり輸送方法を検討する必要がある。

さらに,最も問題となったのは検査の同意が容易に得られなかった事であり,今後パンフレ

ットやポスターなどによる広報活動が必要と考えられた。


